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T .0直後のハング。

「高度差700メートル(cj:.十分にフライト
が楽しめるエリア」

一一勝浦フライトJ~ーク一一

お盆の� 8月12日から� 16日までの� 5日間，日本ハン
ハンググライダ-

ググライディング連盟公認の� iH G 阿波踊りスカ

イオープン」が，勝浦フライトパークで全国から約� 

100名の選手と役員が参加し開催 されました。

現在，一部を残しほぼ完成した勝浦フライトノTー

クは，ほぼ全員の選手が高い評価をしていました。

若い人が見学に来る

ことも多い。

雨など悪天候に左右されるスカイスポーツ。

今大会も雨で飛べない日もあった。ガス(霧)

がかかIJ.待機中のハングライダーがどこか

う主よだれて見える。� 

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 

(世帯数) 2.075戸 (人口)男 3.504人女�  3.793人計�  7.297人(平成� 9年� 7月31日現在)

(出生)男 4女� 1計� 5 死亡)男� 3女� l計4 転入)男� 3女4計� 7 転出)男� 6女6計12
広報かつうら� 9月号第327号平成9年9月� 1日発行編集発行勝浦町総務課丁EL(08854) 2-2511 FAX 2-3028 
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本
町
で
は
多
年
に
わ
た
り
社
会
の

進
展
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

を
敬
愛
し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る

た
め
、
今
年
も
九
月
十
五
日 

(敬
老

の
日
)
に
勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
敬
老
町
民
の

つ
ど
い
を
開
催

し
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
に
出
席
さ
れ
る
方
は
、

九
月

一
日
現
在
で
満
七
十
歳
以
上
に

な
ら
れ
る
方
で
、
総
勢
千
二
百
九
十

八
人 

(
八
月
十
日
現
在
)
で
す
。

当
日
の
式
典
で
は
、
表
彰
並
び
に

祝
い
状
贈
呈
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
推
進
者
表
彰
、
八
十
歳
到
達
夫

婦
祝

い
状
、
ま
た
米
寿
(八
十
八
歳
)、

喜
寿 

(七
十
七
歳
)
の
方
々
に
記
念

品
の
贈
呈
、
八
十
歳
以
上
の
方
々
に

そ
れ
ぞ
れ
敬
老
年
金
を
お
贈
り
し
ま

す
。午

後
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

・
女

性
会
の
踊
り
な
ど
の
楽
し
い
芸
能
大

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ

っ

く
り
と
ご
観
覧
い
た
だ
き
、
お
く

つ

ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

⑫ 

2
ぎ
い

-と き
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と入

ふれi&'，の必で参加S 

八
十
歳
以
上
の
方
に


敬
老
年
金


お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、

町
民
の
敬
老
思
想
の
高
揚
を
図

り
、
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
た
め
に
、
町
で
は
今

年
も
八
十
歳
以
上
の
方
に
敬
老

年
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

-
八
十
歳
以
上
の
方

五
千
円

対
象
者
四
百
十
八
人

・
九
十
歳
以
上
の
方	

一
万
円

対

象

者

七

十

人

9月15日(月) 午前10時� 

-ところ 勝浦 中 学 校 体 育 館

・催し 敬老の日の式典(午前)

芸能大会(午後)

-持参晶 案内ハガキ� -座布団� 

老人クラブT社会奉仕」の日

日∞20月9
~ー~

-

回

一勝浦町長寿者10傑
ご長寿おめでとうございます

(男女別 ・敬称略)

(平成9年� 8月10日現在)

男 '性 ー 女 '性

氏 名 住所 年齢 生年月日 順位 氏 名 住所 年齢 生年月日

清 水源太郎 中山�  97 明32 9・15 iL 棒フサノ 中山�  97 明32 .12 3 

j青内重雄 中山�  97 明33・� 4 28 2 米田 トキノ 横瀬�  97 明32 .12・30

久 保重雄 中角�  96 明33.12.20 3 久 保サ 1ノ 中角�  97 明33. 3・� 5

豊 田 要 助 中角�  95 明34・10・� 6 4 正木 フジ工 生名�  96 11 33 .明� 6 

幸 浦 仁 平 久 国� 95 明34 .12.13 5 時本 トヨ ノ 中角�  96 明34 11 2 . 

久 保善七 久 国� 95 明35 7・19 6 キホ キシノ 坂本�  96 明34 . 2 16 

殿川 忠次郎 棚野�  94 明35・12 .21 7 武田芳枝 与川内� 96 明34 6 23 

松田 又二郎 坂本�  93 明36 .11 8 8 岡田ヨシヱ 今山�  95 明34 9 . 4 

宮本得競 久 国� 93 明36 11 27 9 田村 ヤス 久 国� 95 明35 . 6 16 

中西 久 甫 久 国� 93 明37 2 .23 10 久 保アサヱ 棚野�  95 明35. 8 5 
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フ!こ7いっしょにボ弓じ子ィ� 
参加しeO1まなω1tP 

V 

曾

-午前9時30分か511時30分の間

・特別養護老人ホーム 喜楽苑

窓ガラス，車イス等の掃除を

いたします。ぜひ，ご参加くだ

さい。

〈連絡先〉

勝浦モラロジ一事務所青年部

新居直美まで宮2-3724

「¥

回� 

E 

介護用品の展示・紹介
勝浦町在宅介護支援センターでは，� 

使用される方に合った介護 ・福祉

用具を選んでもらえるように助言も

行っています。介護用品や福祉機器

について使用してみよう ，購入した

いと思ったら ，一度気軽に介護支援

センターの展示室をのぞ、いてみてく

ださい。

. 電動べ� y ドやポータブルトイレなど

に� U の介護機器を展示しています。また，

紙おむつや防水シーツなどの排油関

係の用具も展示・紹介を行っています。

展示物・ 電動ベッド.ポータブルトイレ� 3種類，シ
ャワーチ工アー.パスボード，すべり止め
マット� .風呂用手すり，杖.ポータブルト
イレ用手すり.紙おむつ，おむつカバーなど� 

小松島地区・高齢者等808:.永ットワークゑ発足

今日 ，高齢者人口は年々増加の傾向にあり ，近い将

来 4人に� 1人が� 65歳以上の高齢者になるといわれてお

ります。それだけに，これからの社会にあっては，高

齢者にとって『安全で.Jl� r安心 して』生活できる環境

づくりが社会的課題となっております。� 

北海道釧路市において，痴呆症による俳個が原因で

衰弱死して発見されるという痛ましい事故がおきまし

た。この痛ましい事故が起きた原因に，家族が痴呆と

いうことを言わずに警察署に通常の家出人として届け

出たこと，多くの人がそのお年寄りを見ていたにもか

かわらず，俳佃老人であったことを知らなかったこと

などがありました。

小松島警察署管内においても例外ではなく，人口の

高齢化はもとより ，痴呆症による俳個老人の保護，家

出人の届け出件数は増加の傾向にあります。将来，釘� iI

路市のような痛ましい事故が，小松島警察署管内にお

いて発生することは，十分予想されます。

そこで，このネ� y トワークシステムを発足させるこ

とにより，障害，虚弱，特に痴呆性高齢者の行方不明

事案に対して早期発見保護を図るとともに，その後の

介護支援(アフターケアー)まで，関係機関が連携を

密にすることにより ，高齢者の身の安全を守り ，また

その家族の人々が安心 して暮らせるまちづくりの一端

をf旦おうというものです。。このシステムは， 小松島市， 勝浦町及び上勝町

の全域におけるものです。

く〉 行方が分からなくなった時は，すみやかに小松島

警察署生活安全課にご連絡ください。

|宮� (08853)2-0110 I 

O 痴呆性のお年寄りを抱えていら っしゃる家族の方

は，次のことに普段から気をつけておいてください 0

・衣服・眼鏡等の色，形 ・歩くときや話すときの癖

・普段の呼び名 ・そのお年寄りの関心事

*以上のことは，行方不明捜索時大変役に立ちます。� 

80Sネットワークの仕組み� 

E日諸国;J..;~Æ書記ヨ

.・⑨ 悶 沼 町� Vリ0賞品|へ� ~

老人の家族� 
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選
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印

回

日

制

加 

同
閉
剛
凶
凶


日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
開
票
は

同
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
住
民
福

祉
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
る
人 

-R



大
病
院
で
の
不
在
者
投
票

前
に
生
ま
れ
た
人

平
成
九
年
六
月
十
日
以
前
か
ら
引

継
い
で
勝
浦
町
内
に
住
所
を
有
し

て
お
り
、
公
職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

〈不
在
者
投
票
〉

投
票
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、

出
産

な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、
不
在
者

投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
、
場

所
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

-
期
間
九
月
十
一
日
附
か
ら
九
月

二
十
七
日
凶
ま
で

・
時
間
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

・
場

所

勝

浦

町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
(
町
役
場
)

・
必
要
な
も
の
印
鑑

-
昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
九
日
以

不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
病
院

了
す
る
徳
島
県
知
事
選
挙
は
、
九
月

十
一
日
に
告
示
さ
れ
、
九
月
二
十
八

平
成
九
年
十
月
四
日
に
任
期
が
満

に
入
院
中
の
方
は
、
院
長
等
に
申
し

月
凶
日
目


投
票
日
は 
9
.

20代の投票率が，ちょっと心配。みん芯
積極的に選挙に行こう! 年齢別の投票率)

・第� 17回参議院議員通常選挙(平成7年7月白日執行)
「ー一一一「� 

64.86 
57.20 54.72 

48.32 

出
る
と
そ
の
病
院
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す。

遠
隔
地
の
場
合
は
、
郵
送
期
間
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・大
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は
、

郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
在
宅
投
票

が
で
き
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
そ
の
障
害
の
程
度

が
一
定
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
に

限
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
お
き
、
投
票
期
日
前
四

日

(
九
月
二
十
四
日
)
ま
で
に
そ
の

証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
等
の
請

求
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈入
場
券
〉

入
場
券
は
九
月
二
十
五
日
前
後
に

送
付
し
ま
す
。
(
間
違
い
が
な
い
か
早

め
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
)

会
入
場
券
を
な
く
し
た
と
き

う
っ
か
り
し
て
入
場
券
を
な
く
し


て
も
、
投
票
当
日
選
挙
権
を
有
し
て


い
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
受
付
で
、
そ
の
こ
と
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

〈投
票
時
間
〉

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
第
五
投

票
所
(
立
川
地
区
)
は
午
前
七
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

〈開

票

〉

開
票
は
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
す
。

〈開
票
速
報
〉

開
票
速
報
は
、
中
間
(
約
半
数
)
、

概
数
、
最
終
の
三
回
に
分
け
て
開
票

所
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

最
終
発
表
は
、
午
後
十
時
前
後
の

見
込
み
で
す
。

※
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

第
六
投
票
所
(
中
山
、横
瀬
地
区
)

が
横
瀬
集
会
所
(
大
字
三
渓
字
中
村

一
六
四
番
地
の
こ
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
間
違
え
な

い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

試験区分� 

一般事務

(初級) 

保健婦

-.....J 

町 職員 

採用 試験 


採用予定
~ 験 資 格 試験日

人 員

昭和47年� 4月2日から昭和55年

4月1日までに生まれた者

昭和42年� 4月2日以降に生まれ� 

た者で，保健婦 ・助産婦・看護婦� 

法に定める保健婦の免許を有する

者または平成10年� 3月31日までに

当該免許を取得する見込みの者� 

名

平成� 9年

10月26日 城南高等� 

(日� ) 学校

名

次のとおり職員採用試験を実施

しますので，希望の方は申込み用

紙を町役場総務課へ請求し，提出

してください。� 

(試験案内の詳細については，総

務課で� 9月� l日かう交付します。)

試験場

徳島県立

申込受付期間

平成� 9年� 9月1日から

平成� 9年� 9月16日まで

(執務日の午前� 8時30分か

ら午後� 5時)

土曜日，日曜日，祝日は

除く。

2ト24歳 25-29歳 3ト39歳 40~49歳50-59歳 6ト69歳 70歳以上 

回
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3.申込締切
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4年間の日記帳斡旋� 
一冊で� 4年間使用できる日記帳を今回も

斡旋させていただきます。ご希望の方は，

はがき ・FAXまたは来所して申し込みくだ

さい。

1.記入事項

住所 ・氏名・電話番号・希望部数� 

2.価 格

前回は1，000円でしたが，部数等によっ

て多少変わります。� 

平成 9 年 9 月 30日~ 

4.受け渡し

できあがりましたら連絡いたします。

勝浦町農業技術センターで現金引換で取

りにきてください。� 

5.問い合わせ ・申し込み先

勝浦町久国勝浦町農業技術センター内

小松島勝浦農業改良普及センター� 

宮 2 -2198 FAX 2 -3919 

「シートベルト着用100%J
県民運動実施中


9月1日伺) 月30日臼)

交通事故を防止し，安全で快適な車社会を実現す

ることは，県民のひとし く願うところです。

本県は，明石海峡大橋の開通を間近に控え，四国

の東玄関にふさわしい，まさに日本全国に誇れる交通

マナーの良い県にすることが急務とな っています。

しかしながら，本年は交通死亡事故が多発傾向に

あり，特に四輪乗車中の約� 9害IJがシートベルト非着

用であることや，全交通死亡事故の約� 5割に四輪車

が関わ っているなど，交通マナーの低下が見受けら

れます。

そこで，交通マナーのバ

ロメーターともいえるシー

トベルトの着用の徹底を図

ることが必要と考えられ，

家庭，地域職域，関係機関，

団体などとの緊密な連携の

もとに，シートベルト1∞%
着用運動を展開し，交通死

亡事故の抑止を図ろろうと

するものです。� 

てY全222動� 

9月21日但) 9月30日(刈� 

.スローガン
「いのち輝く あったか阿披の道」

.重点目標 

1 ，高齢者の交通事故防止� 

2，シートベルトの着用の徹底� f¥ 
3，若者の交通事故防止

この運動は，県民一人ひとりに交通安全知識を普及

し，交通安全思想の高揚を図るとともに，交通ルール

の遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることに

より，交通事故防止の徹底を図ることを目的としてい

ます。

この機会にもう 一度， 交通事故防止について考えて

みませんか。

町補助事業(産業課)


新事業のご案内 
  

農
業
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を

推
進
す
る
た
め
、
各
種
補
助
事
業
を

設
け
、
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、 

年
度
次
の
事
業
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

-
事
業
名

農
業
用
ハ
ウ
ス
暖
房
施
設

省
エ
ネ
対
策
事
業

-

内

容

農
業
用
ハ
ウ
ス
暖
房
施
設
の
設
備

費
、
燃
料
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

り
、
農
業
経
営
の
収
益
を
増
大
さ
せ

λ

出。
-
採
択
条
件

一
、
発
熱
量
三
二
、
0
0
0キ
ロ
カ
ロ

A
7

リ 

時
間
以
下
の
も
の

二
、
補
助
対
象
規
模
は
、
一
戸
当
た

り
二
ア
ー
ル
以
上

三
、
中
核
農
家
及
び
後
継
者
が
自
立

経
営
を
目
指
し
、
意
欲
的
に
農
業

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
町
長

が
認
め
た
農
家

四
、
家
庭
用
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
類
は
、


補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。


-
補
助
率


事
業
費
の
二
分
の

一
以
内


補
助
制
度
を
希
望
さ
れ
る
方
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
役
場
産
業
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

l

/

固
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勝
日浦直子さん

優
坂本小学校 5年

準

七
月
二
十
九
日
、

徳
島
県
同
対
セ

ン
タ

ー
に
お
い
て
、
県
同

九
和
か
る
た
取
り
大
会

六」浦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

担
郡
市
代
表
の
十
三
人

加
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

問
見
事
坂
本
小
学
校
五

杭

年

生

の
日
浦
直
子
さ

か
ん
が
準
優
嚇
し
ま
し

で

》 
; 
'
j

し

た 
C 

M

ま
た
、
そ
の
栄
誉

ほ
を
た
た
え
、
同
日
間

期
催
さ
れ
た
同
和
問
題

畠

講
演
会
の
会
場
に
お

い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

ヘ~

ゲ-/¥.ティおお?さかへ

一
九
九
七
年
度
第
十
六
回

徳
島
県
同
和
か
る
た
取
り
大
会

「
小
学
校
上
学
年
の
部
」

A 表彰を受ける日浦さん

坪内奈津子
勝浦町女性会会長

一一勝浦町女性会社会教育女性指導者研修一一

八
月
三
日
、
午
前
六
時
勝
浦
町
を

出
発
し
、
予
想
し
た
渋
滞
も
な
く
、

予
定
よ
り
早
く
リ
パ
テ
ィ
お
お
さ
か

・

大
阪
人
権
博
物
館
へ
到
着
し
、
十
時

の
開
館
を
待

っ
て
観
覧
し
ま
し
た
。

リ
パ
テ
ィ
お
お
さ
か
の
統

一
テ
ー

マ
は
、
「
人
権
か
ら
み
た
日
本
社
会
」

で
、
日
本
国
憲
法
で
基
本
的
人
権
が

保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

差
別
や
抑
圧
が
あ
る
な
ど
、
人
権
の

視
点
か
ら
日
本
社
会
を
聞
い
直
そ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
館
内
の
説
明

と
私
た
ち
に
対
し
て
差
別
問
題
に
つ

い
て
の
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
「
肌
色
は
日
本
人
の
皮
脂

の
色
で
す
が
、
国
際
社
会
の
今
日
で

も
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
使

っ
て
い

る
」
ま
た
「
大
安
、
友
引
等
の
六
庸
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ

っ
て
い

ま
す
が
、
根
拠
も
な
く
決
め
ら
れ
た

も
の
で
、
合
理
性
の
な
い
慣
習
で
あ

る
」
外
、
他
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。

第

一
の
展
示
室
は
、
歴
史
の
視
点

か
ら
差
別
に

つ
い
て
考
え
る
コ
ー
ナ

ー
で
し
た
。
身
分
差
別
、
生
活

・
仕

事
差
別
と
ど
う
闘

っ
た
か
を
紹
介
し

て
あ
り
ま
し
た
。
現
在
盛
ん
な
人
形

浄
瑠
璃
や
能

・
狂
言
な
ど
の
民
衆
芸

能
を
底
辺
で
支
え
て
高
め
た
足
跡
か

ら
は
、
差
別
意
識
よ
り
お
互
い
に
手

を

つ
な
い
で
仲
良
く
生
き
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
水
平
社

の
宣
言
文
に
は
、
人
と
し
て
の
心
の

痛
み

・
誇
り

・
差
別
解
消
を
高
ら
か

に
か
か
げ
て
あ
り
ま
し
た

次
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
性
と
家
族
」
で
、

宗
教
の
三
不
浄
「
死
・
産

・
地
」
と

五
穣
「
死

・
産

・
肉

・
血
・

女
」
の

な
か
に
女
性
差
別
が
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
産
が
不
浄
な
の
で
し
ょ
う
。
な
ぜ

女
は
け
が
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

女
で
あ
る
母
か
ら
産
ま
れ
た
子
孫
が

繁
栄
し
て
い
る
の
に
。
他
に
、
女
の

性
の
売
買
や
低
い
評
価
で
の
労
働
力
・

参
政
権
獲
得
過
程
等
、
過
去
の
女
性

の
忍
耐
と
努
力
を
再
認
識
し
、
女
性

の
地
位
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
と
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

い
じ
め

・
不
登
校
拒
否
問
題
は
、
大

入
社
会
の
ひ
ず
み
で
あ
り
、
私
た
ち

の
人
権
を
高
め
て
ゆ
く
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。

「
民
族
と
列
島
の
南
北
」
で
は
、

歴
史
的
な
関
係
か
ら
多
く
の
在
日
朝

鮮
人

・
沖
縄
・

ア
イ
ヌ
民
族
の
視
点

か
ら
み
た
日
本
の
歴
史
と
社
会
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
え
る

コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。

「
身
体
文
化
と
環
境
」
で
は
、
障
害

を
持
つ
人
の
生
活

・
暮
し
難
い
ま
ち

な
ど
の
展
示
が
あ
り
、
障
害
者
の
求

め
て
い
る
の
は
、
健
常
者
と
共
に
普

通
に
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
生
活
だ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
わ
れ
ら
地
球
市
民
」
は
、

マ
ル

チ
ビ
ジ

ョ
ン
で
、
環
境
破
壊

・
戦
争
・

貧
困

・
差
別
な
ど
地
球
の
未
来
と 

を
生
き
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く

つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

c

A
7

コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。

〔参
加
者
の
声
〕

・
自
分
が
気
付
か
ず
に
差
別
を
し
て

い
た
。 
-
い
ろ
い
ろ
勉
強
が
で
き
た

の
で
か
わ

っ
て
ゆ
け
る
と
思
う
。
・
識

字
学
級
生
の
書
い
た
文
字
を
見
て
深

く
感
動
を
し
た
。 

長
い
間
あ

っ
た

女
性
差
別
解
消
に

張
り
た
い
。
今

日
勉
強
で
き
た
こ
と
を
家
族
に
感
謝

し
て
い
る
。 

十
分
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
か

た
が
良
い
勉
強
に
な

っ
た
。 

人
権
尊
重
を
今
後
の
生
活

に
取
り

れ
た
い
。 

人
類
皆
兄
弟

の
精
神
で
仲
良
く
し

い
。 

命
の

尊
さ
を
改
め
て
思

っ
た
。
今

人
権

学
習
に
参
加
し
た
い
。 

姥
捨
山
は

自
分
の
邪
心
を
捨
て
に

く
所
だ
と

知
り
救
わ
れ
た
。

他
、
人
権
意
識
高
揚
を
め
ざ
し
た
い
と

の
感
想
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
心
に
栄
養
を
、
昼
食
は
豪
華

な
バ
イ
キ
ン
グ
で
体
に
栄
養
補
給
の
、

リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
た

一
日
で
し
た
。

頑 -

っ -

入 -

た -

後 -

行 -
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こ
の
夏
休
み
、
私
は
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
催
さ
れ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
釘
付
け
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
肌

が
黒
い
か
ら
:・
な
ど
と
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
世

界
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
姿
は
、
と
て
も

感
動
的
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
人
間
と
し
て
、
極
、
自

然
に
あ
る
べ
き
こ
と
な
の
に
、
私
に
は
忘
れ
ら
れ
な

い
場
面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
選
手
の
人
が
自
分
と
必
死
に
戦

っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
は
何
か
胸
に
刺
さ
る
よ
う

な
思
い
が
し
ま
し
た
。
自
分
が
誤

っ
た
考
え
を
持
っ

て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

私
が
中
学
一

・
二
年
生
の
頃
、
体
育
で
の
と
び
箱

の
授
業
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

体

育
の
中
で
も
、
特
に
苦
手
な
と
び
箱
を
目
の
前
に
す

る
と
、
私
は
ほ
と
ん
ど
が
跳
べ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
も

そ
う
で
し
た
。
順
調
に
跳
ん
で
い
た
私
も
、
自
分
の

胸
く
ら
い
ま
で
あ
る
と
び
箱
で
失
敗
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
自
分
を
恥
ず
か
し
さ
か
ら
守
り
た
い

一
心

に
、
「
誰
か
失
敗
し
な
い
か
な
・:
」
と
い
う
思
い
が
頭

の
中
を
よ
、
ぎ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
友
達
が
失
敗

す
る
と
、
ほ
っ
と
し
て
胸
を
撫
で
下
ろ
す
、
と
い
う

こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
お
ま
け
に
「
あ
の
子

よ
り
は
跳
べ
た
か
ら
い
い
」
な
ど
と
思
う
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
す
。

今
、
考
え
て
み
る
と
、
私
は
、
決
し
て
許
さ
れ
難

い
態
度
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
私
よ
り

跳
べ
な
か
っ
た
人
の
気
持
ち
を
全
く
無
視
し
て
い
ま

す
。
自
分
を
守
る
た
め
に
人
を
見
下
し
て
み
た
り
、

優
越
感
に
浸
っ
て
安
心
し
て
み
た
り
、
と
い
う
の
は
、

自
分
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
以
外
の
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
テ
ス
ト
に

つ
い
て
似
た
よ
う
な
経

験
が
あ
り
ま
す
。
テ
ス
ト
の
結
果
が
い
い
時
は
人
の

点
数
な
ん
て
気
に
な
ら
な
い
の
に
、
結
果
が
悪
い
時

ほ
ど
、
平
均
点
や
友
達
の
点
数
が
気
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
両
親
へ
の
言
い
訳
は
決
ま

っ
て

「
他
に
も
悪
い
人
が
た
く
さ
ん
い
た
し 
:」・

と
、
こ
う
な
り
ま
す
。

平
均
点
と
自
分
の
点
数
を
比
較
す
る
の
は
、
い
ろ

ん
な
意
味
で
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
は
確
か
で
す
。

し
か
し
、
平
均
点
を
利
用
し
て
特
定
の
人
と
優
劣
を

計

っ
た
り
、
自
分
よ
り
悪
い
人
を
使

っ
て
自
分
を

慰
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
良
い
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
確
実
に
誰
か
の
心
を
傷
付
け
、
誰
か
の
人
権

を
侵
害
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

自
分
を
守
り
た
い
だ
け
の
た
め
に
、
人
を
見
下
し

た
り
す
る
こ
と
は
意
外
と
多
く
の
人
が
経
験
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
私
の
推
測
で
す

が
、
自
分
が
劣

っ
て
い
る
と
悟

っ
た
時
に
で
き
た
心

の
透
き
間
を
ど
う
埋
め
る
か
に
よ

っ
て
、
人
間
の
価

値
が
決
ま

っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
、

大
半
の
人
が
優
越
感
に
浸

っ
た
り
、
利
己
的
な
考
え

に
よ

っ
て
心
の
透
き
間
を
埋
め
て
し
ま

っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
私
は

一
種
の
人
間
の
弱
さ
だ
と
考
え
て

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
誤
り
を
「
人

間
の
弱
さ
」
の
せ
い
に
し
て
逃
げ
て
し
ま

っ
て
い
る

の
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
利
己
的
な
感

情
を
い
か
に
抑
え
、
他
人
と
比
較
し
な
い
心
を
持
つ

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

か
と
い
っ
て
、
何
で
も
他
人
と
比
較
し
な
く
な
る

の
も
、
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
運
動
会
の

徒
競
走
で
順
位
を
つ
け
な
く
な

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
運
動
が
苦
手
な
私
に
と

っ
て
は
嬉
し
い
ば
か
り

で
す
が
、
運
動
だ
け
が
す
ご
く
好
き
な
子
に
と

っ

て
、
自
分
の
能
力
を
認
め
て
も
ら
え
る
場
所
が
な
い

の
は
非
常
に
辛
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
が
正
し

い
考
え
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
は
、
私
に
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、

一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
人
聞
は
一
人
ひ
と
り
違

っ
て

い
ま
す
し
、
そ

れ
ぞ
れ
得
意
な
ご
と
、
苦
手
な
こ
と
を
持

っ
て
い

て
当
然
で
す
。
そ
の
、
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ

と
も
含
め
で
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
考
え
て
み
る
と
、
別
に

と
び
箱
が
跳
べ
な
く
た

っ
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
と
び
箱
が
跳
べ
な
く

て
、
人
を
見
下
す
方
が
よ
っ
ぽ
ど
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
す
。

そ
し
て
、
私
は
こ
の
夏
休
み
、
人
権
問
題
の

一
つ

で
あ
る
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
本
を
読
も
う
と
決
心

し
「
橋
の
な
い
川
」
を
読
み
ま
し
た
。
口
で
言
う
こ

と
や
、
こ
う
し
て
作
文
を
書
く
こ
と
な
ら
誰
だ
っ

て
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
ま
ず
本
を
読
ん
で
、

多
く
の
考
え
を
知
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

人
権
問
題
は
、
永
久
に
人
間
の
課
題
と
な
る
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
真
剣
に
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
こ
れ
か
ら
の
課
題

は
「

一
人、

一
人
」
を
も

っ
と
大
切
に
す
る
こ
と

で
す
。
「
外
国
人
」
と
か
「
日
本
人
」
と
か
の
単
位

で
人
聞
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
な
い
で
「
一
人
、

一

人
」
を
も

っ
と
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。

一
概
に
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
努
力
が
い
つ
か
実
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
他
人
と
比
べ
な
い
心

が
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
私
の
一
つ
め
の
ゴ

ー
ル
と
な
る
で
し
ょ
う
。

¥
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
/

/

徳

島

県

大

会

作

品

集

か

ら

¥

回

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ
一人一人を大切に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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-
あ
し
た
、
旅
人
の
木
の
下
で

松

村

栄

子

�

 

-
暮
ら
し
の
法
律

結
婚
・
離
婚
・
再
婚

・
陶
芸
道
具
の
選
び
方

・
使
い
方

・
ほ
ん
も
の
の
漆
器
買
い
方
と
使
い
方

.
板
ガ
ラ
ス
で
つ
く
る

ご
高
齢
で
眼
鏡
を
か
け
な
け
れ
ば

新
聞
も
書
物
も
読
み
づ
ら
く
な
ら
れ

て
い
る
方
々
へ

、
眼
鏡
が
な
く
て
も

気
持
ち
よ
く
読
め
る
大
活
字
本
走
購

入
し
ま
し
た
。

大
活
字
本
は
、
特
殊
な
本
な
の
で

出
版
さ
れ
て
い
る
本
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
、だ
さ
い
。

-
生
き
る
と
い
う
こ
と

化
石
展

盛
会
裏
に
終
る

毎
年
、
お
盆
は
図
書
館
で
化
石
展

が
聞
か
れ
て
い
る
と
町
内
外
の
人
々

が
関
心
と
期
待
を
抱
か
れ
る
よ
う
に

な
り
は
や
く
も
四
年
。

今
年
は
特
に
珍
し
い
出
土
品
も
少

な
か
っ
た
関
係
で
、
町
内
の
方
々
が
大

切
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
化
石
に
陽
の

目
を
当
て
よ
う
と
お
宝
鑑
定
日
を
八

が
偲
ば
れ
ま
し
た
。
�
 

月
十
五
日
に
設
定
し
、
八
月
十
日
か
ら

十
六
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

③
 


十
四

・
十
五

・
十
六
日
は
、
九

時
半
の
開
館
と
同
時
に
観
客
が
列

を
連
ね
、
奈
良
県
、
岡
山
県
な
ど
県

外
客
も
熱
心
に
鑑
賞
。
勝
浦
町
の
化

石
の
種
類
の
豊
富
さ
、
出
土
量
の
多

さ
に
驚
き
と
あ
こ
が
れ
を
抱
か
れ
た

よ
う
で
し
た
。

化
石
同
好
会
へ
の
入
会
を
申
し
出

る
人
や
、
化
石
の
出
る
山
を
購
入
し

よ
う
と
、
父
親
に
真
剣
に
ね
だ
る
中

学
生
な
ど
も
見
ら
れ
、
五
百
枚
準
備

し
た
説
明
書
も
品
切
れ
と
な
る
盛
況

で
あ

っ
た
。

お
盆
期
間
の
ご
多
忙
の
折
、
同
好

会
の
方
々
は
熱
心
に
足
を
運
ば
れ
、

終
日
来
客
の
応
待
に
ご
尽
力
く
だ
さ

り
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
帰
っ
て
行
く
来
客
の
後
姿
を
見
送

る
同
好
会
の
方
々
の
微
笑
に
ご
労
苦

晋

吉

一
二

光

厚

謙

居

本

鎌

岡

新

岡

敏

吉

鏡
の
奥
の
他
人

-・4
-. -

U

秘
剣
奔
る

・
我
輩
は
施
主
で
あ
る

.
江
戸
打
入
り

・
フ
ル
、
不
ル
ソ
ン

ス
ト
レ
ン
ジ
・一
ア
イ
ズ
�
 

狂
騒
曲

綾
子

十万原正詠悠
義竜治良平春美品�  

16 15 14 13 12 11 10 9 


自
然
と
暮
ら
し

映
画
づ
く
り
芝
居
づ
く
り

創
造
力
と
想
像
力

歌
の
こ
こ
ろ

古
典
を
味
わ
う

こ
と
ば
の
文
化

日
本
人
に
つ
い
て

世
代
を
超
え
て

行
事
と
休
館
日

8 7 6 5 4 3 2 

親
チ
の
ふ
れ
あ
い

家
族
を
考
え
る

健
康
と
は

美
し
く
老
い
る

仏
の
教
え

ス
ポ
ー
ツ
に
生
き
る

美
に
生
き
る
�
 

日

・
羽
田

m

八
月
十
九
日
入
荷

・
崩

れ

る

貫

井

徳

郎

・
興
亡
三
国
志

二

三

好

徹

・
君
は
こ
の
国
を
好
き
か
鷲
沢
萌

・
木

霊

集

団

久

保

英

夫

・
台

所

坂

上

弘

食
こ
ど
も
映
画
会

日
比
日
(
日
)

午
後

2
時
か
ら

図
書
館

2
階
視
聴
覚
室

女
勝
美
展

但
日
(
水

)
1
叩
月
5
日
(
日
)

女
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

3
日

・
口
日

女
休
館
日

1
日

・
8
日

・
日
日
�
 

、、，

勝美展のお知らせ


期日� 9月24日から10月5固まで

場所勝浦町図書館2階
アア

イレ 出品者 (敬称略)
ムヤ

サ
丸関朋子神原 忍

ン
イド

小川淳一郎 小川 一江

ノリ 竹田和代 野村しげよ

フ
ア 斎藤 勲山西真代

久村永半赤新山愛平ル曽 古川敏広
間上倉村瀬宮田川中�  l野� 

}II ぞの他和歌山県那智勝浦町

絵画グループ一同

」大活字本入荷
 

-n日
-

回� 

MUS04
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図書館だより
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荷
づ
く
り
の
や
ま
も
も
の
箱
に
落
ち

る
汗
は
階
級
印
の
イ
ン
ク
を
ぼ
か
す

立

川

堀

梅

子

早
や
ば
や
と
来
し
台
風
も
無
事
な
れ

ば
今
朝
は

一
入
美
し
き
山
々

棚

野

英

見

作
り
た
る
慈
姑
の
種
が
残
り
い
て
畑

に
し
た
る
今
も
芽
を
出
す

中

山

山

下

一房
雄

む
ず
か
り
つ
つ
寝
入
り
し
孫
の
泣
き

声
か
と
耳
澄
ま
せ
つ
つ
濯
、ぎ
物
干
す

沼

江

森

脇

光

子

特
攻
に
在
職
し
た
る
戦
友
よ
り
は
な

お
長
生
き
せ
よ
と
便
り
届
き
ぬ

横

瀬

谷

翠

山

札
所
寺
に
仏
頼
り
て
車
降
り
掛
け
声

か
け
合
い
石
段
の
ぼ
る

中

山

谷

尻

松

雄

菊
苗
を
数
多
育
て
て
姪
逝
け
り
見
事

咲
か
せ
る
夢
抱
き
し
ま
ま

棚

野

田

中

茂

子

塀
越
し
に
冬
も
鳴
り
い
し
風
鈴
も
季

節
め
ぐ
り
で
涼
し
く
聞
け
り

横

瀬

岡

本

高

久

恵

落
書
き
に
三
十
二
年
間
の
思
い
出
の

墨
の
香
残
し
て
問
、ず
る
塾
室

横

瀬

桜

木

千

代

子

台
風
の
過
ぎ
た
る
あ
と
の
青
空
に
大

川
の
水
澄
み
て
豊
か
な
り

横

瀬

日

下

克

子

五
月
晴
の
医
療
学
校
は
窓
明
け
て
講

義
の
声
、が
洩
れ
て
聞
こ
ゆ
る

中

山

栗

城

絹

国
際
の
舞
台
に
立
ち
て
吾
も
ま
た
友

好
深
め
る
阿
波
踊
り
す
る

横

瀬

平

山

美

千

江 

言
葉
か
け
足
ら
ね
ば
犬
の
病
む
と
い

う
濡
れ
し
瞳
の
チ
ロ
抱
き
て
や
る

生

名

柳

田

末

子

一
と
き
の
午
睡
の
夢
を
破
り
た
る
急

ブ
ム 

キ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
音

中

角

豊

田

要

助

後
悔
と
詫
び
と
が
か
ら
む
糸
玉
に
姑

の
面
影
か
す
か
に
浮
か
ぶ

中

角

岡

本

は

つ

え

の
話
を
す
れ
ば
孫
は
言
う
「
ど

れ
く
ら
い
濃
き
鉛
筆
か
な
」
と

沼

江

斎

藤

重

子


阿
波
の
夏
踊
る
野
郎
は
女
好
き
女
・
女


と
下
肢
で
字
を
書
く


棚

野

島

つ

と

む

想
い
出
は
ネ
オ
ン
輝
く
新
世
界
ゃ
か

ら
の
集
い
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
街
で

B
m

l

(注
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

広
報
紙
と
し
て
広
く
町
民
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
し
た

が

っ
て
投
稿
作
品
は
全
部
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
短
歌
の
専
門
紙

の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
選
評
は
避
け
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
読
め
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

投
稿
わ
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
係
)

次
回
作
晶
募
集

九
月
五
日
締
切
り
川
柳
一
人

一
句

あ

て

先

横

瀬

中

田

万

里

十
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

で、 
¥---/ 

役

横

瀬

錦

内

常

一

公証役場は，法務大臣に任命された公証人が公正

証書の作成，会社定款の認証，確定日付の付与等をす

るところです。金銭貸借，土地建物の賃貸や売買な

どを公正証書にしておけば，裁判などで強い証拠力

があります。訴訟を起こさず公正証書を利用 して財産

の差押えや，競売の申し立てをすることができます。

また，遺産相続についても，遺言公正証書にして

おけば，法律的にも安全です。遺言者が病気などで

行けないときは，公証人が病院や自宅まで出張しま

す。公正証書作成等についての相談は，無料で行っ

ていますから利用してください。

・徳島公証人会・
[徳島公証役場}

徳島市藍場町  1-36東邦生命ピル 4階

宮 0886-52-2312
[鳴門公証役場}


鳴門市撫養町斎田字浜端南58-1 ライトピル

ft0886-85-7982 


松

並

武

夫

選

献
体
し
夫
の
遺
骨
の
な
き
ま
ま
に
二

度
目
の
盆
の
提
灯
点
す

横

瀬

中

田

ヤ

ス

工

(
評
)
中
田
さ
ん
の
ご
主
人
は
歯
医

者
さ
ん
だ
っ
た
。
医
者
だ
か
ら
こ
そ

よ
け
い
に
献
体
の
必
要
を
思
っ
た
の

だ
ろ
う
。
生
前
か
ら
自
分
の
献
体
を

申
し
出
て
い
た
の
だ
。
今
年
も
夫
の

遺
骨
の
な
い
ま
ま
二
度
目
の
お
盆
を

迎
え
た
妻
の
感
慨
が
よ
く
出
た
。

宅
急
便
に
野
菜
を
詰
め
て
子
に
送
る

み
か
ん
の
花
の
小
枝
も
入
れ
て

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

(
評
)
離
れ
住
む
子
供
の
た
め
に
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
に
野
菜
を
詰
め
て
宅
急

便
に
出
す
の
だ
が
、
つ
い
で
に
勝
浦

み
か
ん
の
、
白
い
小
さ
な
花
の
つ
い

た
小
枝
も
入
れ
る
の
だ
。
よ
く
匂
う

ふ
る
里
の
香
り
も

一
し
ょ
に
詰
め
る

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
が
う
れ
し
い
。

鮮
や
か
に
染
み
し
梅
干
し
瓶
に
詰
め

喜
ぶ
子
等
の
顔
を
浮
か
べ
る

沼

江

森

脇

ア

ヤ

子

(
評
)
紫
蘇
の
真
紅
に
染
ま
っ
た
梅

干
し
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
な
い
。
そ

の
紅
い
梅
干
し
を
瓶
に
詰
め
な
が
ら

子
達
の
待
っ
て
い
る
喜
び
の
顔
が
浮

か
ん
で
来
る
の
だ
。
毎
年
毎
年
送
っ

て
く
だ
さ
る
紅
い
梅
干
し
こ
そ
ふ
る

呈
の
・
お
母
さ
ん
の
心
の
彩
な
の
だ
。

す

蛍
棲
む
川
と
な
り
た
り
水
無
月
の
今

宵
は
窓
に
光
り
を
点
す

横

瀬

広

安

美

枝

子
す

(評 

)
ふ
る
里
の
小
川
に
蛍
が
棲
む

よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。
六
月
の
夜
を
涼
し
く
光

り
点
し
て
く
れ
る
蛍
を
見
な
が
ら
平

和
の
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み
思
う

も
の
で
あ
る
。
蛍
こ
そ
戦
の
な
い
国

の
夜
を
点
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。

自
転
車
に
乗
れ
ば
な
お
さ
ら
長
く
な

る
影
踏
み
帰
る
没
日
ひ
と
と
き

横

瀬

比

留

間

一

(
評
)
入
り
陽
の
道
を
自
転
車
に
乗

っ
て
帰

っ
て
行
く
。
自
分
の
体
の
影

が
自
転
車
の
上
に
乗

っ
か

っ
て
ま
す

ま
す
高
く
長
く
道
の
上
に
伸
び
る
。

そ
の
長
い
自
分
の
影
を
自
転
車
で
踏

み
な
が
ら
今
日
も
元
気
に
働
い
て
帰

る
。
健
康
で
幸
せ
な

一
目
。

朝
露
の
胡
瓜
刻
め
ば
洗
濯
機
の
音
も

混
り
き
て
今
日
の
始
ま
る

中

山

溝

内

喜

美

代

国

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇
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~I ー一一ー、|女性|無|料|技|術|講|習会| 交通事故相談日

開 催

講習科目 ワープロ� (3級) 経理事務・税務・社会保険

工業技術センター 女性職業センター
\~ 

昨
年
に
引
き
続
き
県
大
会
ベ
ス
ト 
8

ー

生
比
奈
ミ
一
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
チ 
l
ム 
|

*近畿かつううふるさと会に続いて肯

「関東阿波かつうら会」

誕生?
女日時 平成9年� 9月28日(日

午後2時から午後� 5時まで

*場所	 サンケイ会館� 5F 
東京都千代田区大手町 卜� 7-2
宮� 03-3273-2258

「関東阿波かつうら会」 とは

関東地方に在住する勝浦町出身者や賛同する人たち

でつくる会で，講演会や交流会・見学会 レクリ工ー

ションなどを通して.会員お互いが交流と親睦を図り

つつ，ふるさと勝浦町との連携を密にしながら，町の

発展につながる提言も行うという，ふるさとを遠く離

れた人々の心のよりどころとなる集まりです。

男
女
共
部
員
が
少
な
く
、
大
募
集
中
で
す
。

に
い
い
汗
と
い
い
感
動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

体
育
館
を
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

l

監
督
・
コ 

チ
と

一
緒
に
楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま

を
残
し
ま
し
た
。

み
ん
な
ま
す
ま
す
自
信
を
つ
け
、
明
る
く
元
気
に

の
県
大
会
に
引
き
続
き
、
今
年
も
ベ
ス
ト

8
の
成
績

l

生
比
奈
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
チ 

ム
は
、
昨
年

-

場

所

・
練
習
日

・

時

間

生
比
奈
小
学
校
体
育
館

火
・
木
・
土

・
日
曜
日

午
後
六
時
か
ら
七
時
三
十
分 勝浦町でイ主所の把握できている方(約190名)に連絡

お
願
い
女

をいたしましたが，まだまだ関東に在住している方は

あると思います。お知り合いの方や同窓会の名簿など

の情報を役場企画開発課までお寄せください。� 

一
緒

一
度、

開催場所
(徳島市雑賀町西開) (徳島市中昭和町 1丁目)

申込期間� 9 /10~ 9/12 9 /10~ 9/17 

講習期間� 10/ 2 ~10/31 9 /30~11/ 7 

ワープロの基本操作と機能の習得 日商簿記3級程度の知識の習得
講習内容

日商検定� 3級程度 税務 ・社会保険の基礎知識の習得

女性職業セ ノ タ
受付場所

(徳島市中昭和町 ・総合福祉センター� 1F) 

受講料 無料(但しテキスト代別途)

日 時 9月25日休� _.. p月

午前10時から い9A¥
午後4時まで ，/I何十A川l

(受付時間 ~~J細山
午後� 3時まで)� " 

場� 所 小松島中央会館

小松島市松島町5-6 
ft08853-2-2030 

相談員 町団長稔

お問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁� 1階� ft0886-21-3200 

※お気軽にご相談ください。� 

-電話のご相談もお受けしますE盟ft0886-;，J;，J-~;，J 14ιι uι Iu(直通)
定 貝	 20 名

交 相談日:月曜から金曜午前 9 時30分~12時

午後 1 時~4 時405ナ(祝祭日を除く)-Ea--

講習時間 午前� 9時30分から午後� 3時30分 h
x

詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。
社団法人 日本損害保険協会

その他 女性職業センター 宮0886-54-0121
徳島自動車保険請求相談センターテレフォンガイド 宮0886-54-0124

徳島市西船場町1-14明治生命徳島ビJレ6階� 

園

・専門の相談員が親身に芯ってご相談に応じます。

談

通
時
相 ・弁護士相談日:(予約制相談無料)受講資格 	 就業を希望する女性

毎月第1'第 3水曜日午後 1 時~4 時

MUS04
テキストボックス
女性無料技術講習会開催
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軍司夫は入り婿で，酬は私が相続しているため，

事業名 畜産環境・土づくり関連対策事業

事業主体 耕種農家

事業の� 

内容

町内家畜糞を原料とした良質で

安価な堆きゅう肥を安定的に耕種

農家に供給することにより，地力

I普進を図り，農家の経営安定と畜

産環境保全を図る。

また，入手不足等の理由により

土づくりを行うことが出来ない農

家に対して，制巴代及び堆きゅう

肥の施用費用を補助する。

採択基準

①野菜，果樹等を栽培するため

に，堆きゅう肥を必要とする農

家であること。

②勝浦町畜産環境システム施設

で出来た牛費削または豚費量

肥を使用すること。

③制巴の施用IJ:，町のミニショ

ベル等(オペレーター付)を利

用すること。� 

~1上すべての条件を満たすこと。

経 費� 
-制限�  

-堆きゅう肥の施用資

補助率
糊E代とミニショベル使用料の

合計額の÷以内。� 

ミニショベルで
圏内道をノ

勝
浦
町
で
は
、
従
来
の
シ
ョ
ベ
ル
に
加
え
、
小

型
の
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
を
購
入
し
ま
し
た
。

み
か
ん
園
に
道
を
つ
け
る
と
き
、
今
ま
で
は
、

た
く
さ
ん
の
み
か
ん
の
木
を
切
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
か
な
り
の
み
か
ん
の
木
が
す
く
わ
れ
ま
す
。

圏
内
道
を
つ
け
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
料
は
、
大
型
シ
ョ
ベ
ル
同
様
一
時
間
三
、

六

O
O円
(
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付
き
)
で
す
。

お
申
込
み
は
、
町
役
場
産
業
課
(
二
|
二
五
一
こ

ま
で
印
鑑
を
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
土
‘
つ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
?


平
成
九
年
度
か
ら
畜
産
の
環
境
保
全
と

耕
種
農
家
の
土
ゃ
つ
く
り
対
策
と
し
て
、
新

規
事
業
で
あ
る
「
畜
産
環
境
・
士
会
つ
く
り

関
連
対
策
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
内
の
牛
・
豚
フ
ン
を
町
の

施
設
に
お
い
て
処
理
し
、
良
質
で
安
価
な

堆
き
ゅ
う
肥
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
力
の
増
進
を
図
り
耕
種
農
家

の
所
得
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
畜
産

環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

料
(
町
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付
で
一
時
間
三
、

隼孟孟這重運温園置彊=-

慣亀夫の父は2ヘクタールの農地を保有する農業経 ださい。次に， あなた自身が収益の帰属 ・経営の主

~営者として農業者年金に加入しており，夫もそ 宰等経営者としての実質を有することが確認できれ

の後継者として加入しています。私もわが家の農業経 ば農業者年金に加入できます。このとき，あなた自

営に参画しており，将来も夫と農業をやっていこうと 身が自分名義で事業を行っているか， あるいは諸名

思っています。 ただ，老後を考えると少しでも早く農 義を有するあなたの義父との聞で協定を締結すれば

業者年金に加入したいのですが，加入する方法はあり 要件は満たします。また 夫も含めた� 3者協定でも

ませんか。夫も義父も私の加入には賛成してくれてい かまいません。

内
容
と
し
て
は
、
堆
肥
代
と
堆
肥
施
用

六 

円
)
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
も

の
で
、
土
ゃ
つ
く
り
を
す
す
め
た
い
町
内
の

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
実
施
で
き
ま

す
。

事
業
実
施
を
希
望
す
る
方
は
、

町
役
場

産
業
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

.今回の改正で，農地の権利名義を有しない1'‘ます。

な
お
、
採
択
基
準
等
詳
細
は
、
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

...私から夫に使用貸借して夫が農業者年金に加入

しています。実際には私も農業経営に相当に参画して

いますが，加入は認められるのでしょうか。

回 農業者年金加入和配偶問地の権利出

有しない場合には，夫婦の経営農地が 1ヘクタ

ール以上あることが要件となりますが，これは， 自作

地か小作地かは問しミません。したがって，妻から夫に

貸し付けている農地も含まれますので，夫婦計で 1ヘ

クタール以上あれば面積要件は満たします。

ただし，経営移譲に際しでは，夫からあなたへの農

地の返還だけでは適格な経営移譲にはなりません。適

格な後継者か第三者に対しての使用収益権の移転を行

うか， あなたが返還を受けた後にこれらの者に再処分

を行うことが必要となります。

また，夫に使用貸借している農地の一部を返還して

もらい，あなた自身も農地の権利名義を保有して加入

する方法もあります。

いずれの場合にあ、いても，所要の事項が盛り込まれ

た家族経営協定が締結されていることなどにより，あ

なた自身も農業経営者であることが確認されることが

必要となります。

zB者であっても，農業者年金被保険者等の配偶者

については，農業者年金への加入の途がひらかれま

した。この場合の農業者年金被保険者には，後継者

加入している者も当然含まれますが，農地の権利名

義を有しない者が加入するためには，夫婦合計で� 1

ヘクタール以上の農地を保有し，夫婦ともに収益が

帰属すること等を明らかにした取り決めが行われて

いることが必要となります。� 

2. あなたが加入するためには，あなたの夫は農地を

保有していませんから ， まず，あなたの夫が父親か

ら農地の権利設定を受けるなどして� 1ヘクタール以

上の権利名義を保有してください。

次に，経営者であることの確認ですが，夫自身は

まだ後継者であって経営者の実質を備えていません

から，夫婦聞で家族経営協定を締結しでも収益の帰

属が確約できませんので，経営主である義父も含め

て夫とあなたと� 3者間で，収益の帰属等 3つの要素

を満たす家族経営協定を締結してください。� 

3.また，あなた自身が農地の権利名義人として加

入する方法もあります。この場合には， あなた自身

が義父から農地の使用収益権の設定を受けるなど単

独で加入できるだけの農地の権利名義を取得してく

MUS04
テキストボックス
あなたも土づくりをしませんか
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9月� 1日午前10時15分，
全町一斉に防災サイレン⑮⑧⑨⑩ 
地震yEf

地震から裁を守奇心制ゆ翁 ぞのときあ~*:IJ...

地震が起きたらどうすべきか。地震発生時の行動の基準を身につけておかないと，

被害をむやみに拡大するととになります。冷静な行動を心掛けましょう。

を鳴らします。� 

8月30日∞かう� 9月5日住)まで

G 事lð~C !k(j)始末
あわをす，さわがす冷静に

「火を消せ!Jとみん

なで声をかけ合い，調

理器具や暖房器具など

の火を確実に消す。

とくに鉄筋コンクリー

トの建物内にいるときは，

閉めたままだと建物がゆ

、¥J がみ，出入口が聞かなく

なることがある。

「火事だ!Jと大声で

叫び，隣近所にも協力

を求め，初期消火に努

める。

あわ2す!こ

外に逃げるときは，


瓦やガラスなどの落


下物に注意し，落ち


着いた行動を。


非常脱出口左確認寄る

火が出足らます消火さ

外ヘ逃ゆる也きld

国� 

ますわが身。安全左図れ� r 狭い路地，塀ぎわ，ie 
T がりや川べりに近寄ら怒り

なによりも大切な
ブロック塀-門

のは命。地震が起き
柱 ・自動販売機な


たら，ます第一に身
どは倒れやすいの


の安全を確保する。� 
で要注意。¥J 

山崩れ，� t手。崩cn

避難ld徒歩'"2，荷物ld

，津波!こ注意事る

山間部や海岸地

帯で地震を感じた

ら.早めの避難態

勢を。

最少限!こ寄る

指定された避

難場所に徒歩で

避難を。車は使

わない。� 

δ手ω怒f手協力し合つ2応急救護� 

お年寄りや身体の

不自由な人，ケガ人

などに声をかけ，み

んなで助け合う。i~ 
正しい情報きっちみ，

余震を恐れる芯

うわさやデマに

振り回されない。

テレビやラジオで

正しい情報を。� 

A 

回

MUS04
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情さ後を
にんの上
合や全げ
つ 保町て
た健一い
方部斉ま
法長清す
でさ�  f帯
ごんを
協の実
力指施
を 示 し
お こ ま

美
し
く
住
み
よ
い
町
申つ
く
り
に

み
ん
な
で
参
加
を

最
後
の
全

企 石原地区一斉清掃 町

願しす いよたの保めーーら 文

い た の 九 ま く だ 向 全 、 斉 日 九 毎 呈
しがで月ち 、き上、環清臨月年 創雪
まつ、七づ訪「に環境掃日ま 密
すで各日くれ住協境衛日をで六 早
。 、地 は り て ん 力 美 生 と 全 の月 五
地区、」よーで い 化 の 定 町 第 か �  9

区の今に
の区年成
実長最果

& 与川内地区一斉清掃� 

回収日� I也 区 場 所

第

一
月

曜

日

(1日)� 

石原

沼江

掛谷

山西�  

中 角

// 

桜 建 ユaz凡� 事 ま完 所

沼 江 集� dzbz、 所

控ト� F小<=r 集� dzbz、 所 前
J A生比奈支所保冷康前

(果樹試験場上り口)

農 キす 婦 人� σコ 家� 

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第

月
曜
日

(8日)

今山

黒岩

星谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 三ロ士口 所 横� 

第

火

曜

日

(16日)

生名

ク

久国

棚里子

。
。

東 中木 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� Azz、 所 裏

河川敷ゲートボール場横

パチンコ庖前道路南側�  

大 井 堰 碑 の 目IJ

第

四

月

曜

日

(22日)

横瀬

イン

。
イン

イン

与川内� 

坂本�  

イシ

目IJ )11 集� iZLZ 所

花棚宗ーさん宅東

広瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前 三文路

|日 農 協� E療 地

J A 与川内出張所�  

J A 坂本事業所横

;南 防 三ロ士口 所 横� 

今
年
二
回
目
の
粗
大
ゴ
ミ
回
収
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
指
定

し
た
場
所
へ
時
間
厳
守
の
上
、
出
し

て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
の
出
し
方

①
各
地
区
の
保
健
部
長
さ
ん
に
申

し
出
て
「
え
ふ
」
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
役
場
環
境
衛
生

課
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

②	

指
定
の
「
え
ふ
」
を
受
け
取
り
、

名
前
と
品
名
を
記
入
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

③
回
収
日
に
指
定
の
場
所
へ

、
「え

ふ
」
を
粗
大
ご
み
に
く
く
り
つ
け

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④

一

戸

に
三
個
程
度
と
し
ま
す
。

⑤
手
数
料
と
し
て
、
一
個
に
つ
き

五
十
円
と
し
ま
す
。
保
健
部
長
さ

ん
に
「
え
ふ
」
を
購
入
で
き
な
い

場
合
は
、
当
日

一
個
五
十
円
の
料

金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
時
聞
は
必
ず
守

っ
て
く

貧
困
収
実
施
日

日
時
平
成
九
年
九
月
七
日
目

場

所

※
産
業
廃
棄
物
及
び
事
業
系
廃
棄
物

は
取
り
扱
い
で
き
な
い
の
で
、
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

(例
)
車
両
・
建
築
廃
材

・
ガ
ス
ボ

ン
ベ
・
毒
物
な
ど
危
険
な
物
。

だ
さ
い
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
(
二
五
型
以
上
)
・

リ
ッ
ト
ル
以
上
)
・

O

冷
蔵
庫
(
二
五 

企 昨年の粗大ゴミ回収

ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ
ス

・
自

動
車
用
タ
イ
ヤ
の
四
品
目
に
つ
い
て

は
、
法
律
に
よ
り
市
町
村
で
の
適
正

な
処
理
が
困
難
な
も
の
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
販
売
庖
へ
の
積
極
的

な
引
き
取
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
悶
天
の
場
合
は
、
第
二
日
曜
日
に

延
期
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
衛
生
課
(
一
丁
二
五

二

)

9月あき缶回収日程表

九
月

午
前
八
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

属
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
裏
駐
車
場

回

MUS04
テキストボックス
家庭の粗大ゴミ回収
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スタンプ
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ヨーロ ッパの多くの都市で，活性汚泥法処理による

処理場を持つ下水道が建設されはじめたころに，第二

次世界大戦(昭和 14年 ~20年) がありました 。

このため，戦争や戦後の復興にお金が必要となり，

下水道の建設は遅れることになりました。日本でも，

太平洋戦争中の被災した都市は 全国で115都市にのぼ

りましたが，財政の貧困から ，大規模な都市復興計画

による下水道は造ることができませんでした。

しかし，その後の都市の人口増や工業化により，生

活排水が増えたり，工場排水の有毒物質による河川や

湖沼の水質汚濁が問題となり，昭和30年ごろから各国

は，水質汚濁を防止する法律を作ったり，改めるよう

になりました。

わが国でも同じように，高度成長期の都市の急激な

工業化と人口増により，水俣病，イタイイタイ病，田

子の浦のヘドロ，光化学スモッグなど多くの公害がお

こりました。また，生活の変化により，田畑の肥料に

し尿を使わなくなり，生活で使う水も増え，これらの

汚水から小)11はドブ川に変わ っていきました。

このため，昭和45年12月の公害国会で，下水道事業

の目的に水質汚濁防止が追加され，環境基準の定めら

れた水域で、は，下水道の計画をつくるなどに改められ

ました。

しかし，この当時の公共下水道の総人口による普及

率は，イギリス90%，スウェーデン71%，アメリカ68

%，カナダ55%などに比べて， 日本は21%と大変低い

ものでした。普及率の高い国では，都市部の人口が総

人口の� 6割程度と考えると農村部まで下水道が普及し

ていることがわかります。

下水むかし話 く三到
わが国の下水道の普及が遅れた原因は，戦争とくみ

取りによるし尿処理などがありますが，道路，鉄道，

空港及び港湾などの交通施設，水道施設，電気などの

エネルギー施設あるいは工業団地や都市住宅団地な

どの造成地など経済のために必要な施設を優先させる

施策にもありました。.

また，下水道事業は，道路などに比べてお金がかか

るうえに，短期間でその効果が現れにくいことから，

とても地味な事業であり，造った後の管理にも多 くのお

金がかかります。

さらに，下水道の普及が遅れるほど，道路の舗装や

電線，電話線あるいはガス管などの地下埋設物が整備

されて，下水道工事にかかる費用は，逆に増加するこ

ととなりました。

このようなことから，平成� 7年度末見込みの日本の

下水道普及率は54%と依然と低い状況にあります。� 

-各国の下水道普及率 

(S45年度末〉� (平成 7年度末(見込みn 
96% 95% 

90% 

71 % 68% 

55% 54% 

ア
メ
リ
カ 

O
A
7
月
は
、
徳
島
県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
、

水
生
生
物
の
調
査
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
さ
ん
と
共
に
多
数

本

カ

ナ

ダ

ア
メ
リ
カ

ス
ウェ
ー
デ
ン

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 

日

本

• ごうせいせんざい

夏
休
み
に
上
勝
町
の
子
供
エ
コ

ク
ラ
ブ
が
聞
い
た
合
成
洗
剤
と
石
け

ん
の
ち
が
い
に
つ
い
て
の
勉
強
会
に
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。
合
成
洗
剤
の
毒
性
を
、
不
ズ
ミ
を
使

っ
た

実
験
で
見
ま
し
た
。
背
中
の
毛
を
そ

っ
て
、
合
成
洗
剤
の
溶
液
を
ぬ

っ

た
ネ
ズ
ミ
は
、
皮
膚
が
腐
っ
て
し
ま
い
、
石
け
ん
を
ぬ

っ
た
、
不
ズ
ミ
は
、

元
の
通
り
毛
が
生
え
ま
し
た
。
そ
の
他
、
妊
娠
中
の
子
供
の
数
に
影
響

を
あ
た
え
た
り
、
人
間
の
子
供
の
お
む

つ
か
ぶ
れ
も
、
お
む

つ
を
石
け

ん
で
洗
う
と
、
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
合
成
洗
剤
か
、
石

け
ん
か
見
分
け
る
に
は
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
見
れ
ば
、
品
名
の
と
こ
ろ
に

洗
濯
用
石
け
ん
等
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
こ
に
は
書
き
き

れ
ま
せ
ん
が
、
合
成
洗
剤
を
使
う
の
が
恐
く
な

っ
た
有
意
義
な
勉
強
会

で
し
た
。 

九
月
二
十
二
日
間
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
時

(雨
天
の
場
合
は
生
名
セ
ン
タ
ー 
)

。
清
掃
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

美
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

石けんか合成洗剤か，と‘うやって

見分けたうよいのかな?� 

お芯じようにみえる 「結石けん」でも句石|才

にも善

んと益法芸品があるんだよ。せんたく用のほ� 

b¥富謡曲.シャンプー，歯みがき員l

九
月
十
四
日
間
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時 

A
7
山
川
原 
(川
北
側 
)

〈連
絡
先
〉
平
岡
竹
美

い
川
を 

す
た
め

み
ゐ
惨
で
考
え

τみ
ま
せ
&
"
が 

b

mm

|

|
き
れ
い
な
川
を
子
供
達
に
残
す
会 
1

1

宮
二
|
コ
ヲ
二

八

PJ 
閏形や議!?22:

説議員jと石けんがあるんだ。

見分け方は器畠の量ゃ副首に

かいである「表最」をみれば. lf7lC!
わかるんだよ。買うときに，

よくたしかめてみようね。

星
谷
川
原
(
川
南
側
) 

MUS04
テキストボックス
水とわたしたちのくらし
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がっぺいくんシリーズ9

浄化姐苅録 
  
家庭から出るし原の汚れを処理する浄化槽には し尿だけを処理する単独

浄化槽と生活雑排水と し尿を併せて処理する合併処理浄化槽があり，川への

汚れの排出量からみても分かるように，単独浄化槽は大きな負荷を与えてい

ます。

最近，告家庭で設置できる大変性能のよい小型の合併処理浄化槽が開発さ

れ，普及しつつあります。� 

-合併処理浄化槽の場合

-水はきちんと流す。� 

eパッキ式，合併式は電源を切

らない0

・便器の清掃は，水やぬるま湯

を使う。


塩酸，洗剤は控え目に� /


・通気口をふさがない。

腐敗式浄化槽

・定期的な保守点検が必要で‘すC

保守点検は登録業者に� f

・年� 1回以上(全パッキ式は� 6か
月ごとに� 1回以上)清掃が必

要です。

...清掃は登録または許可業者

に委託� /

・年� 1目指定機関の法定検査が

必要です。� 

d
以

ヘ⑥
ヤ
�
 

f
 

⑩
 

浄化槽は，微生物が汚物を食べることにより，汚水をきれいにしています。

使い方や清掃の時期を誤ると，川や海老汚したり悪臭の発生源となります

小
松
島
保
健
所
へ
宮
�
 (
八
八
五
三
)
二
|
一
二
三
五

ので，次のことにご注意ください。� 

正
し
い
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

河
町J

「

吃
�
 RH

一
い
一

モ

な

E

J 犬

の

飼

い

方

を

?


迷
惑
に
な
ら
な
い


不用犬の

引き取り日
 
犬の放し飼いは

やめましょう。

9月 3日(水)� 

9月� 17日(水)

※登録している犬の場合は，

鑑札の返還と手続きに印

鑑が必要です。放し飼いや捨て犬は社会の迷惑になります。

動物は愛情と責任を持って生涯大切に飼いましょう。

固

MUS04
スタンプ
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日

2 

4 

9 

10 

11 

16 

17 

18 

日程

火

木� 

火

水

木� 

火

* 
木 呈ロ� 

、〉

辺口

内 タ~コマ

骨粗程症予防教室，健康相談� 

iロk 健 康 三ロp4ト， 査� 

健 康 キ目 a炎� 

婦人検診(子宮，乳腺，甲状腺)� 

ss 三ロ 健 康 吾ロ4pト， Jフ1i� 

骨粗程症予防教室，健康相談� 

骨粗窓症予防教室，健康相談� 

ss 、健 康 Jよト' 査� 

受 付 時間

9 : 30~ 11 :00 

8 :00~ 1 0 : 00 

13:30~ 1 5:00 

13:00~ 14: 0。

8 :00~ 10:00 

9 : 30~ 11 :00 

9 : 30~ 11 :00 

8 : 00~ 10 : 00 

士号 所

石原集会所

沼江集会所

生名センター

農村環境改善

センター�  

掛谷集会所

今山ふれあい

交流館�  

横瀬集会所

棚野集会所

対 象 者

一 自主 住 民

満� 40歳以上の住民

自主 {主 民

満� 30歳以上の住民

満� 40歳以上の住民

自主 住 民

一 自主 {主 民

満� 40歳以上の住民

持参する

もの {也 

健康手帳� 

問診票�  

健康手帳� 

問診票

問診票�  

健康手帳

健康手帳� 

問診票�  

19 

22 

25 

29 

30 

金� 

月

木� 

月

火

l 歳 児 健 康 診 査 �  

健 康 相 日55火'k 

lロk 健 康 圭p，::::八Y 査� 

健 康 中目 日炎� 

母と子の健康教室�  

1 3 : 30~ 14 : 30 

1 3:30~ 1 5 : 00 

8 : 00~ 10 : 00 

13 : 30~15:00 

9:00~ 11 : 00 

勝浦病院

久国集会所

勝浦会館

中角集会所

星谷集会所

平成 8 年 6 月 1 日 ~ 9 月

30日までに生まれた子

自生 住 民

満� 40歳以上の住民

荷主 住 民

幼児とその家族�  

母子健康� 

手 帳� 

健康手帳� 

問診票�  

健康手帳� 

圏
園
圃
圃
圃
圃
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困

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、

六
月
か
ら
各
地
区
を
巡
回
し
総
合
健
康
診
査
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
の
四
回
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
四
十
歳
以
上
の
未
受
診
の
方
は
、
次
の
と
お
り

9月の保健行事� 
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
町
単
独
で
骨
粗
程

料
金
は
左
表
の
と
お
り
で
す
が
、
骨
粗
右
症
検
診

実
施
し
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

症
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。 

-
大
腸
が
ん
検
診

(二
日
間
便
の
潜
血
反
応
を
み
る
)

は
、
勝
浦
病
院

へ
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。
料
金
は
、

円
で
す
。
総
合
健
診
申
し
込
み
時
、
ま
た

は
役
場
環
境
衛
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

を
除
ぃ
、て
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受

け
付
け
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

(注
意
)
胃
検
診
、
基
本
健
康
診
査
は
、
当
日
何
も

食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健診の種類 料金

心電図，血圧，

基本健康診査 尿，眼底，血液 無料

検査など

胃透視�  
=9ロ世胃 検 … 900円

(バリウムによる)

レ ン トゲン� 200円結核 ・肺がん

レントゲンと中食 圭~~ 700円
豆忙疾 検

骨粗拡症検診 
 骨密度測定 
  500円


MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
総合健康診査
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声がかすれたりしないか... ・・・e喉 頭�  

母
と
子
の

健
康
教
室

こ
の
教
室
は
、
平
成
六
年
度
か
ら

幼
児
期
の
栄
養
と
健
康
に
ポ
イ
ン
ト

を
当
て
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

幼
児
期
は
、
体
の
発
育
だ
け
で
な

く
、
精
神
面
、
運
動
面
、
社
会
面
や

日
常
生
活
面
で
の
成
長
発
達
も
著
し

く
、
生
活
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
る
時

期
で
す
。

こ
の
時
期
の
成
長
に
応
じ
た
食
生

活
を
考
え
、
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
、
子
供
の
健
康
だ
け
で
な

く
大
人
に
な
っ
た
時
に
、
良
い
社
会

を
つ
く

っ
て
い
く
能
力
や
人
格
形
成

に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
多
様
化
す
る
食
生
活
の

中
で
、
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る 
お
母

さ
ん
や
家
族
、
母
子
の
健
康
ゃ
つ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
愛
育
班
の
方
々

と
共
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
を
願

っ
て
健
康
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
各
愛
育
班
単
位
で
母

と
子
の
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
保
健
婦
、
栄
養
士
が
育

児
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

h

日
程
等
に
つ
い
て
は
、
愛
育
班
だ

す。 よ
り
や
広
報
か 

?
7ら
に
掲
載
し
ま

平
成
八
年
度
母
と
子
の
健
康
教
室


に
お
け
る
お
や
つ
や
食
事
に
関
す
る


聞
き
取
り
調
査
で
、
参
加
者
三
一
一


人
で
回
答
数
の
高
か

っ
た
問
題
点
は
、


①
ス

ナ 

ク
菓
子
を
よ
く
食
べ
る


五
八
人
(一

八

・
六
切
れ 
)
②
間
食
を
よ


く
す
る
四
四
人
(
一
四

・
一
計
)


③
朝
食
の
摂
り
方
が
少
な
い
三
八

人
(
一
二

・
二
切
れ
)
④
塩
分
の
濃
い
も

の
を
よ
く
食
べ
る
三
七
人
(
一
一

九
切
れ
)
⑤
偏
食
が
多
い

三
六
人
(一

一
・
六
計
)
で
し
た
。

f ¥

k

u

f
E

、fE
、

が

ん

制

圧

月

健

康

増

進

が
ん
対
策
や
健
康
"
つ
く
り
の
普
及
を
図
る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

EE田富冨団理

普

及

月


-R



が
ん
克
服
に
つ
い
て

が
ん
の
死
亡
数
は
年
々
増
え
続
け
、

な
苦
痛
が
あ
り
ま
す
。

①
が
ん
に
よ
る
肉
体
的
、
精
神
的
苦

痛
②
が
ん
診
療
に
よ
る
苦
痛

③
治
療
後
の
機
能
障
害
に
よ
る
苦
痛

新
し
い
診
断
法
及
び
治
療
法
の
開

発
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
苦
痛
が
軽
減

さ
れ
、
治
療
後
の
社
会
復
帰
が
よ
り
容

易
に
な
り
ま
す
。

叩
が
ん
発
生
の
減
少

発
が
ん
の
促
進
、
抑
制
に
関
す
る

研
究
が
進
み
、
有
効
な
予
防
法
が
実

行
に
移
さ
れ
、
が
ん
の
発
生
率
の
低

下
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

(
厚
生
省
保
健
医
療
局
か
ら
)

混

つ
が

じ

液

混
粘

が

や

血

血

に
に
か

以疾

便

しな

り

か

り
'

し

た

い

た

り

い

な

し
た

続

し

秘

つ

が

り

便

じ

咳

た

腸大

昭
和
五
十
六
年
に
は
脳
卒
中
を
ぬ
い

て
死
因
の
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

が
ん
克
服
の
た
め
、
が
ん
克
服
新
十

か
年
戦
略
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

*
期
待
さ
れ
る
成
果
と
し
て

川
が
ん
の
治
癒
率
の
向
上

ま
た
、
平
成
六
年
度
か
ら
小
松
島

保
健
所
管
内
で
小
児
成
人
病
予
防
の

た
め
の
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

を
超
え
て
い
ま
す
が
、
先
端
技
術

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
児
成
人
病
と
は
、
①
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
、
胃

・
十
二
指
腸
潰
蕩
な
ど

の
成
人
病
が
す
で
に
子
ど
も
に
み
ら

れ

る

も

の

②

外
か
ら
は
わ
か
ら
な

い
が
動
脈
硬
化
等
が
進
行
し
始
め
て

い
る
も
の
③
肥
満
、
高
脂
血
症
、
高

血
圧
な
ど
の
成
人
病
の
危
険
因
子
が

小
児
期
に
み
ら
れ
る
成
人
病
予
備
軍

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
小
児
成
人
病
の
予
防
に
は
、

幼
児
期
か
ら
の
適
切
な
食
生
活
や
運

動
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
大
切
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て
食
事
面
、
環
境
面

か
ら
も
、
も
う
一
度
ふ
り
返

っ
て
み

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

ろ
ノ
ム
ゲ

。 

r胃
が
ん
等
の
治
癒
率
は
既
に
五 

o 

を
応
用
し
た
診
断
法
、
治
療
法
の
開

発
に
よ

っ
て
、
食
道
が
ん
、
肺
が
ん

等
難
治
性
の
が
ん
の
治
癒
率
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

聞
が
ん
患
者
の
苦
痛
の
軽
減

が
ん
患
者
に
は
次
の
よ
う
な
様
々

〈がんの危険信

がんは無症状のうちに進行します。特に胃，

子宮.乳房，肺.大腸などは.年� 1回は検診

を受けるように心がけましょう。以下のよう

広症状があったら，すぐ専門医に診察しても

らいましょう。

巨富週

間 胃の異合が悪く，食欲がなく.

好みが変わったりしないか

子宮� … おりものや，不正出血はないか

乳房 …・ 乳房の中にシコリはないか

食道 一 飲み込むときに，っかえること

はないか

肺

.

舌・皮膚� - 治りにくい潰療はないか

腎臓・瞬脱・ 尿の出が悪かったり.血が混じ

前立腺 ったりし芯いか

回
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9 9 1一平成 月 日かう一年 みんな同じです。� 

iJJ

けている方

¥......-' 

回

本人も家族もお年寄りも

これに加えて外来(在宅医療を含む)で何

i高¥JJJJi事

30円 60円 I100円

4 ~5 種類 I 6種類以上� 

-外用薬と頓服薬については，上記の金額とは別

いままで¥薬剤の患者負担は窓口負担の

中に含まれていました。今回の改正では.
外来の薬剤にかかる一部負担(投薬ごと)

薬剤にかかる一部負担が創設されます

外来在宅医療を含む)でお医者さんにかかったとき

|新しく「外来の薬剤にかかる一部負担」が設けられます Io 

種類の薬を何日分投与されたかによって，

一定の額を負担するしくみに芯りました。

女対象とな5ない薬

・入院したときの薬剤

・注射，検査処置手術等の際に使用さ� に計算します。

外用薬(湿布.目薬など)れる薬剤

*対象とならない方 金 ø~~
• 6歳未満の乳幼児

1種類50円.2種類100円.� 
3種類以上150円

・住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受

成人病検診(人間ドッグ)を受けてみませんか.ゲ
*対象者

宮崎検査項目

外科診察

血液検査

X線及び超音波

勝浦町国民健康保険に加入している年齢が40歳か 食費用額 
  

ら69歳までの方。ただし，老人保健法による医療受給 34，000円(自己負担10.000円，


者証の交付を受けられている方は対象になりません。 補助金額24，000円)

女医療機関

内科診察血圧測定，身体測定，握力

甲状腺，乳がん検診

尿検査蛋白，糖，ウロピリノーゲン，潜血

赤血球数，白血球数，血色素数，血小

板数，へマトクリット値，赤血球沈降

速度，� GOT，GPT，ALP，LDH，Y→3 

PT，ZTT，T-Bil，LAP，TP，蛋白分画，� 

T-CHO，TG，BUN，UA，Na，c1， K，ク

レアチニン，血糖，� HBs抗原� 

胸部単純撮影，胃・十二指腸造

影撮影，腹部超音波

心臓検査心電図

国民健康保険勝浦病院

女期 間 平成� 9年10月1日から平成� 9年11月28日

まで、の毎水 ・木曜日

女募集人員� 20人(申し込み.)1頂とします)

*申し込み方法

印鑑をご持参のうえ，役場税務保険課へお申し込

みください。

女申込締切日 平成� 9年� 9月30日

詳しくは，役場税務保険諜国保係までお問い合わせ

ください。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
外来（在宅医療を含む）でお医者さんにかかったとき
薬剤にかかる一部負担が創設されます
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老人医療の

一部負担金の
改定

区 分 |日 新� 
F 

外 来� 1月� 1，020円
1回� 500円

(同一医療機関等ごとに 1月4回)
を限度� 5回目以降無料� 

入 院� 

(低所得者)� 

1日� 710円� 
. 

1日� 300円� 
(2か月を限度)

1日� 1 .0 0 0円
(平成10年度
平成11年度� 1日� 1. 200円� 

1日� 500円� 

外来 時 の

薬剤 負 担

(低所得者は)
負担なし

な し

O内服薬 投薬ごとに� 1日分につき� 

1種類� 0円� 
2 ~ 3 種類 3 0円� 
4 ~ 5 種類 6 0円� 

6種類以上� 100円� 
0外用薬 投薬ごとに� 

1種類� 5 0円� 
2種類� 100円� 

3種類以上� 150円� 
0頓服薬 投薬ごとに� 

1種類につき� 1 0円

f ¥、� 

※

(¥ 

ー-
、、 〆.

・"・-. ._ _-
、‘・

'-'-'ー一� 

老人医療の一部負担金が，

平成� 9年� 9月� 1日かう変わ

ります。

「低所得者」とは，市町村民税非課税の世帯に属する方等で，老齢福祉年金を受給している方です。� 

E3ZZ乙資格の取得と手続きの方法
J J
きム
 
こんなときには届け出を 届け出に必要なもの いつまでに �  

70 歳 !こ な た と 'e包.つ� 印かん-被保険者証
すみやかに

(遅くても誕生日かう14日以内)

転 入 し て =、ー与ー た と =、年ー 印かん� -被保険者証� 14日以内に

転 出 す る と 事、ー 印かん ・健康手帳(医療受給者証) 転出するときに

死 亡 し た と 事、ー 印かん ・健康手帳(医療受給者証) 14日以内に

住所が変わ っ た と き 印かん ・健康手帳(医療受給者証) 14日以内に

医療保険の変更及び喪失
印かん ・被保険者証 ・� 

健康手帳(医療受給者証) 
14日以内に

65歳以上でねたきりなどになったとき
印かん被保険者証・身障手帳・国民

年金証書-診断書のいずれかの書類
認定をなるべく早く

生活保護老うけるようになったとき 印かん ・健康手帳(医療受給者証) すみやかに

平成� 8年度の勝浦町の老人医療費は，//袋季¥ 9億7，607万2，403円です。

この医療費は，老人 1人当りに計算すると783.994円です。

f高齢者の医療費は� ¥ 「老人保健法」の適用になると，国，都道府県，市区町村からの補助金と，

¥みんなで支えあって〆

、・ー
一ー� 

医療保険の告運富者(保険者)がお金を出しあいながら，あなたの医療費の

一部を負担していることを知っておきましょう。� 

回
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手続きはお早めにノ
保険料納付にお困りのあなた。

¥} 

¥) 

図

吟

届
け
出
を
役
場
住
民
福
従
課
の
窓
口
で
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

手続きはたとえば 保険料が免除

ゆ

保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
は

車"\c~、
月の前月分から保険料が免除され

.a歯医ヨ[ul r監車';J 著書吾妻藍司
ます。申請が遅れると，その分，聖護矛 3 l免除の開始も遅れます。 保険料を納めた場合の 分の の

金額になります。免除申請せずに

そのままにしておくと f℃ル 去j:弘保険料を納めることに
¢立三c;お困りの人 ftA給するときに，月数が不足して年金 l挨明均グす

を受けられない場合があります。

ミ念51

こんな人は・.. 簡単ですP されると・.. 

「免除申請書」に，必要事項を -保険料の支払いは不要。
収入が少なく，

記入して，役場の住民福祉課の窓

生活にお困りの人� 口に提出してください。 -免除された期間は次のよ

砂手続きに必要なもの� -みとめ印
うになります。

~.....，量匝重l面.:1詔i!Æ~-圃民総 

病気やケガなどで，
会総;初ok!~-~ 
ζ二2$年以上�  4J 与と522承経済的にお困りの入 l完成� i制作;>

免除が承認されると，申請した

失業や営業不振などで，

未納扱いとなり.将来年金を受

-面司百是正l苗IF.司王軍(f~ßI由民ヨ・ 

Lι~~~ 

その他，特別な理由で，

保険料を納めることに

お困りの人など。

国民年金こんな時こんな年金が…

「 老齢基礎年金� 遺族基礎年金

| 保険料を納めた期間や免除の期間等を合算して，原則的に� 国民年金に加入中に死亡または老齢基礎年金を受けられる

I25年以上ある人が.� 65歳から受けられます。本人の希望によ� 人が死亡したとき.� 18歳到達年度の末日までにある子のいる

I060歳以上であれば，受けることができますが，減額された� 妻または子に支給されます。� 

| 金を受けることになります。 (子が障害等級に該当しているときは20歳未満)

「 障害基礎年金� -他に独自給付として ー寡婦年金.死亡一時金が受けられ� 

| 国民年金の加入中に� 病気やケガで障害等級に該当する程 ます。

| の障害になったとき. 支給されます。

MUS04
テキストボックス
国民年金から
手続きをお早めに
保険料納付にお困りのあなたに
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-
受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
・
子
供
・

寡
婦

・
講
習
科
目

①
ワ
ー
プ
ロ
初
級
講
習
会
(夜
間
)

定
員
十
名

九
月
二
十
四
日
制
か
ら
十
月
二
十

二
日
附
ま
で 

(月
1
金
曜
日 
)

(
講
習
時
聞
は
十
八
時
三
十
分
か

ら
二
十

一
時
ま
で

二
十
日
間 
)

ll (j)周 Jl[E)総rWA~[E)J

l
ワ 

フ
ロ
  

•

洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム

講

習

.d骨 -講師の派遣
~ 

f¥ 

1!


固

本的人権の擁護，社会秩序の確立の精神を高めるための日と定めら

れ，更にこの趣旨の徹底を図るため，� 10月1日からの� 1週間を「法

10月 1日は	 r法の日」です。この日は，国を挙げて法の尊重，基

の日」週間として全国各地で種々の行事が行われます。徳島におい

ても裁判所，検察庁，弁護士会が合同で次の行事を実施しますので，

お気軽にご利用ください。

一一各種行事一一

・弁護士による無料法律相談及び裁判所職員等による手続相談

・日 時平成 9年10月3日(封午前10時から午後� 3時まで

・場 所 徳 島 市 徳 島 町一丁目� 5番地徳島地方(家庭)裁判所

・相談内容 	 交通事故，公害，金銭貸借，借地，借家，家事，登

記，戸籍，人権など法律上の問題全般

②
ワ
!
プ
汀
検
定
講
習
会
(夜
間
)

定
員
十
名

十
月
三
十
日
附
か
ら
十
二
月
五
日

也
ま
で
(
月

1
金
曜
日 
) 

(講
習
時
聞
は
十
八
時
か
ら
二
十

一
時
ま
で

二
十
五
日
間 
)

③
洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会	 

(日
曜

コ
ー
ス
)
定
員
十
名

十

一
月
九
日
間
か
ら
三
月
二
十
二

日
制
ま
で
の
第
三
日
曜
日
及
び

各種の団体から講話等希望があれば，講師を派遣します0

・裁判所の見学，裁判の傍聴

いつでもお気軽にお出でくださし述。

団体の場合は，あらかじめご連絡ください。

※詳しいことは，徳島地方 ・家庭裁判所まで。

干770徳島市徳島町一丁目� 5番地 宮0886-52-3141

E
O
八
八
六
|
五
四
|
七
四

一
八 

徳
島
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ

徳
島
市
中
昭
和
町

一
丁
目
二 

(講
習
時
聞
は
九
時
三
十
分
か
ら

十
六
時
ま
で
十
二
日
間 
)

-
講
習
場
所

徳
島
県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
講
旅
費
等
の
支
給

受
講
に
要
す
る
交
通
費
等
を
支
給

し
ま
す
。
(
一

※
詳
し
く
は

定
の
要
件
必
要
)

日
・

一
月
四
日
を
除
く

十

一
月
二
十
三
日
・
十
二
月
二
十
八

ー⑮@海⑧後期技能検定実施

技能検定は，職業能力開発促進法に基づ、いて技能者の皆さんが

もっている技能の程度を一定の基準により検定 し，公証する国家

検定制度です。

試験は職種によ って特級 ・� l級 . 2級・� 3級及び単一等級に区

分し，実技と学科の試験を行います。特級・� l級及び単一等級の

合格者には労働大臣� 2級及び 3級の合格者には徳島県知事から

合格証書が交付され� r技能士」と称することができます。

-受験申請受付期間 平成9年9月29日伺)-----10月13日伺� ) 

『乗る人の

マナーと義務です
白賠責』

今年も無保険(無共済)車対策協議会(総

務庁，警察庁，大蔵省，農林水産省，運輸

省等)では，� 9月� 1日から� 9月30日まで「無

保険� (無共済)車をな くそうキャン ペー ン」

を行います。

無保険車のなかには車検切れととともに

保険� (共済)の期間切れに気づかないケー

スや，車検がないミニバイク等の場合は保

険(共済)の期間切れに気づかないケース

が多いのです。無保険� (無共済)で死傷事

故でも起こしたら，それこそ大変です。

また，自動車及びバイクには自賠責保険� 

(共済)への加入が法律で義務づけられて

おり，無保険� (無共済)で走ると� 6ヶ月

以下の懲役，または� 5万円以下の罰金，さ

らに違反点数 6点となり，免許停止処分の

対象となります。

・技能検定実施職種

〔特級〕

金属熱処理 ・機械加工 ・仕上げ ・機械検査 ・機械保全・電子機器

組立て ・電気機器組立て・婦人子供服製造・建設機械整備 ・紳士

服製造 ・自動販売機調整

(1・ 2級〕

鉄工 ・工場板金 ・機械検査 ・機械保全・自動販売機調整 ・空気圧

装置組立て・油圧装置調整 ・農業機械整備・冷凍空気調和機器施

工 ・婦人子供服製造 ・紳士服製造・和裁 ・機械木工 ・石材施工 ・

菓子製造 ・建築大工・かわらぶき・配管 ・型枠施工 ・鉄筋施工 ・

コンクリート圧送施工・防水施工・カーテンウオール施工・ガラ

ス施工 ・テクニカルイラストレー ション ・機械プラント製図 ・印

章彫刻 ・塗装

〔単一等級〕

枠組壁建築 ・浴槽設備施工・樹脂接着剤注入施工 ・バルコニ一施工� 

( 3 級〕

機械検査・配管 ・テクニカルイラストレー ション

・受験申請受付場所


徳島県職業能力開発協会〔徳島市新浜田Jl丁目1-7 ft(0886) 63-2316) 

徳島テクノスクール〔徳島市南島田町2丁目 ft(0886) 31-1474) 

阿南テクノスクール〔阿南市桑野町字岡元 宮� (0884)26-0250) 
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教室名 実 五極 日 時 間� 

2 9 16 30 
午後 7 : 00 ~ワーフ。ロ

火 火 火 火� 

4 11 18 25 
午後 7 : 30 ~陶芸

木 木 木 木� 

10 17 24 
午後8 : 00 ~踊 り

水� 

5 25 
午後 8 : 00 ~生け花

金 木� 

5 12 19 26 
午後 7 : 00 ~習� F子-'-. 

金 金 金 金� 

11 18 27 木曜日は午後� l時

土踏日� 1;1:

午後� 6時30分から

大正琴
木 木 土

玄関口と して人やモノの交流が今後ますます盛んになることが

予想されます。

そのため交流の時代のふるさとづくりのあり方について，み� 

んなで考えてみるための催しを開催します。� 

(主 催 〉徳島県 ・美馬地区広域行政組合� 

(とき・ところ〉 平成� 9年10月4日∞� 
18:30開場(郷土芸能)� 19:00開演� 

21:30 京冬j寅

美馬中学校体育館� 

(美馬郡美馬町字谷ヨリ西80)

(プログラム〉。プロローグ� 三味線もちつき

天の岩戸神楽

。第� 1部� ~こころのふるさとを訪ねて� ~

本県出身俳優の高津住男氏を迎えて，ふ

『ーーノ るさとについて奏具 く言吾っていただきます� 0 

0第� 2部 ~パネルディスカ� yショーン~

地域づくり活動の実践家，県，町，高校生

らが具体的活動事例を通してこれからのふ4戸
るさと づくりのあり方を話し合います。

。お楽しみ抽選会(抽選で美馬地区の物産

をプレゼ ン卜します)

※地元美馬地区自慢の技と昧を集めた物産

展を併せて行います。

(参加申込み〉 ハガキに住所，氏名，電話番号，年令 と

参加希望人数を明記の上，� 10月3日までに

到着するように県市町村課地域振興室� (徳

島市万代町1-1ft0886-21-2090)へ申し込

んで ください。� 

夜間救急当番表� 

9月� 2日 湯浅 医院�  2-2003 

9月� 4日 勝浦病院�  2-2555 

9月� 6日 赤岩 医院�  2-2006 

9月� 8日 勝浦病院�  2-2555 

9月10日 上勝診療所� 6-0302 

9月12日 勝浦病院�  2-2555 

9月⑬日 上勝第二診療所� 5-0152 

9月16日 勝浦病院�  2-2555 

9月18日 山西医 院� 2-3027 

9月20日 勝浦病院�  2-2555 

9月22日 湯浅 医院�  2-2003 

9月24日 勝浦病院�  2-2555 

9月26日 赤 岩医院�  2-2006 

9月⑫日 勝浦病院�  2-2555 

9月30日 上勝診療所� 6-0302 

⑨⑧ 
心配ごと相談

-日時 9月5日(創
 

9月12日(金)
 

9月19日(金)
 
9月26日(金)


-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

l-受…り
ますので お気軽イ

人J

園

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで
問い合わせください。

休日 午後� 7時か ら翌朝� 9時まで
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